
 

 

新たな地域コミュニティ支援事業にかかる受託者等の評価結果について（令和４年度期末） 

 

 

 

１ 支援の内容及び効果等（１） 

 評価項目 

 「自律的運営に向けた地域活動協議会の取組（イメージ）」 

  (1)「Ⅰ 地域課題への取組」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

  (2)「Ⅱ つながりの拡充」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

  (3)「Ⅲ 組織運営」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

  (4)「Ⅳ 区独自取組」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

評価 左記の理由 

Ａ 

地域活動は、コロナウィルス感染状況の影響を受けるといった中

での難しい支援となったが、外部講師によるチラシ・ポスター作

製に関する講座やイベント申し込みやアンケートが行える

「Google フォーム」の講座を実施するなど、活動の再開につなが

る支援が出来たことは有意義なものであったと言える。また、地

域の住民と外国籍住民との交流をサポートし、一部地域では活動

に参加するといった交流が進みだすなど、今後につながる支援に

なったことは高く評価できる。 

 

 

 

 

２ 支援の内容及び効果等（２） 

 評価項目 

  (1)自由提案による地域支援の支援状況（実績）及び効果等 

  (2-1)スーパーバイザー、アドバイザー及び地域まちづくり支援員の体制にかかる支援状況（実績）

及び効果等 

  (2-2)フォロー(バックアップ)体制等にかかる支援状況（実績）及び効果等 

  (3)区のマネジメントに対応した取組にかかる支援状況（実績）及び効果等 

評価 左記の理由 

Ａ 

専門知識を持つスーパーバイザーによる研修の実施など支援体制

は充実しており、まちづくり支援員も地域で多角的な支援を行う

など体制の最適化に努めている。また、区との定期的な打合せに

より情報共有ができており、めざす目標に対して認識の共有が図

れており非常に評価できる。 

 

 

  



 

 

３ 取組効果の評価（アウトカムに対する評価） 

 評価項目 

(1) アンケート調査 

(2) 自律的運営に向けた地域活動協議会の取組（イメージ） 

   (2-1)「Ⅰ 地域課題への取組」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

   (2-2)「Ⅱ つながりの拡充」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

   (2-3)「Ⅲ 組織運営」にかかる支援の状況（実績）及び効果等 

(3) その他の効果のあった内容 

評価 左記の理由 

Ｂ 

利用者アンケート調査では、目標数値を達成しておらず、より効

果的な支援の実施に向けて必要な見直しを行い、地域との接点を

積極にもち地域の実情に即した最適な支援を行う必要がある。 

自律的運営に向けた地域活動協議会の取組み（イメージ）につい

ては、「自律的な実施をめざす発展的な事項」を全項目達成して

いるのは 3 地域。19 地域中 17 地域で 80％以上の達成率となって

いる。各項目の達成状況は向上しており、評価できる。 

 

 

 

 

４ 総合評価【全体】 

評価 左記の理由 

Ａ 

コロナ禍が続く中、今後の地域活動の在り方を検討し、活動の事

例共有が行えるよう「まちづくりフェア」やオープンソースの

「まちづくりのタンス」といった新たな取り組みを行うなど、工

夫を凝らした多種多様なアイデアの提案や支援ができている。支

援内容に関しては、地域活動協議会が中間支援の役割を担ってい

けるような支援メニューを組み立て、今後の変化に柔軟に対応で

きるよう取り組んでいることは高く評価できる。 

支援体制に関しても、課題解決に向けて多角的に対応できるよう

な人材を整えており、地域からの様々な要望に対応できる体制と

なっている。 

（評価基準） 

S：当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準を大幅に上回っている。 

A：当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準を上回っている。 

B：当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準に概ね達している。 

C：当該年度の戦略に基づいた支援内容や目標の水準を下回っている。 

    


